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院生研究活動状況一覧
2018年?月?日から2018年12月31日までの間に発表されたもので，
本人より申告されたもののみを記載した。
《教育基礎学専攻》
石川敬史（生涯学習・社会教育学）
〈編著書〉
・石川敬史「第11章　障害者サービス」「第12章　高齢者サービス」小黒浩司編著『図書館サービ
ス概論：ひろがる図書館のサービス』（講座・図書館情報学，?）2018年?月，ミネルヴァ書房，
pp. 168-200.
〈論文〉
・石川敬史「埼玉県における移動図書館実態調査の予備的考察」『十文字学園女子大学紀要』（十文
字学園女子大学）48巻?号，2018年?月，pp. 187-201.
・石川敬史「ビジョンを実現する戦略づくり：ビジョナリー・ライブラリーになるために」『短期
大学図書館研究』（私立短期大学図書館協議会）37号，2018年?月，pp. 101-107.
・石川敬史「はたらく自動車の序論的解読：移動図書館を中心に」『情報の科学と技術』（情報科学
技術協会）68巻?号，2018年?月，pp. ?⊖13.
〈学会発表〉
・石川敬史「はたらく自動車の解読：移動図書館の可能性につなぐために」日本図書館研究会第
343回例会，日本図書館研究会事務所，2018年12月17日.
・石川敬史「図書館活動の拡張に関する実証的検討：戦後八幡市における移動図書館と移動児童館
を中心に」日本社会教育学会第65回研究大会，名桜大学，2018年10月?日.
・石川敬史「自動車で移動する社会教育活動の意義と課題：図書館，博物館，水族館を中心に」日
本教育情報学会第34回年会，松陰大学，2018年?月26日.
〈その他〉
・石川敬史「図書館におけるビジョンの実現戦略」平成30年度図書館司書専門講座講師，国立教育
政策研究所社会教育実践研究センター，2018年?月26日.
江幡知佳（教育制度学）
〈学会発表〉
・江幡知佳「日本の大学教育における国際バカロレア（IB）の活用に関する研究─IB入試実施大
学とIB修了生へのインタビュー調査から─」，日本教育制度学会第26回大会，神戸大学人間発達
環境学研究科，2018年11月10日.
・江幡知佳，川口純，岡村拳「国際バカロレア（IB）を活用した大学入試に関する研究」，日本国
際バカロレア教育学会第?回大会，岡山大学津島キャンパス，2018年?月?日.
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小山田建太（教育社会学／共生教育学）
〈編著書〉
・長創一朗・小山田建太「学業世界と職業世界」吉田武男監修，飯田浩之・岡本智周編著『教育社
会学』2018年10月，ミネルヴァ書房，pp. 55-66．
〈論文〉
・小山田建太「事業変遷下の地域若者サポートステーションの支援意義に関する考察─支援職員の
支援観に着目して─」『福祉社会学研究』第15号，2018年?月，pp. 189-215．
・小山田建太「若者の実態に応じた支援施策の取組に関する一考察─地域若者サポートステーショ
ン支援職員が捉える「居場所」に着目して─」（研究ノート）『日本学習社会学会年報』第14号，
2018年?月，pp. 95-104．
〈総説・科研報告書等〉
・小山田建太「「インクルーシブ教育システム」の検討─「障害のある生徒」に対する教員の意識
に着目して―」飯田浩之・津多成輔編著『「共生」を実現する教育の実証的検討─「教員調査」
の結果より―』（平成26～28年度日本学術振興会科学研究費助成事業 研究成果報告書）筑波大学
共生教育学（教育社会学）研究室，2018年?月，pp. 51-62．
・小山田建太・元濱奈穂子・山口泰史・伊藤秀樹「高卒13年目の能力認識，転職状況，政治意識，
家事・子育て─高卒パネル調査wave14の結果から─」『東京大学社会科学研究所　パネル調査プ
ロジェクト　ディスカッションペーパーシリーズ』No. 108，2018年11月，pp. 1-21．
〈学会発表〉
・藤平敦・立石慎治・伊藤秀樹・小山田建太・京免徹雄・津多成輔「追跡調査から見える栃木県公
立高校生の姿」栃木県教育委員会平成30年度第?回県立学校生徒指導連絡協議会，2018年?月．
・小山田建太「事業評価が支援活動に与える影響の検討─地域若者サポートステーションの「事業
実績」データに着目して─」日本学習社会学会第15回大会，立命館大学，2018年?月．
・小山田建太「親の子育て意識と子どもの将来意識からみる「自立」観─高卒パネルインタビュー
データの分析─」日本教育社会学会第70回大会，佛教大学，2018年?月．
〈その他　受賞など〉
・筑波大学大学院人間総合科学研究科TF優秀賞受賞，2018年?月．
島埜内　恵（比較・国際教育学）
〈編著書〉
・島埜内 恵「現代の学校制度と教員養成─フランス─」尾上雅信編『MINERVAはじめて学ぶ教
職　西洋教育史』2018年10月，ミネルヴァ書房，208ページ，146⊖155ページ.
〈論文〉
・島埜内 恵「フランスの公教育制度における移民教育施策の位置づけの変容─『出身言語・文化
教育（ELCO）』プログラムの近年の動向を中心に─」『浜松学院大学教職センター紀要』（浜松
学院大学教職センター）第?号，2018年?月，111⊖120ページ.
・筧　有子・島埜内　恵「浜松地域のアート関連施設との連携事業による子どもワークショップに
ついて」『浜松学院大学地域共創センター紀要』（浜松学院大学地域共創センター）第?号，2018
年?月，74⊖84ページ.
〈学会発表〉
・島埜内　恵「フランスにおける移民教育施策の変容─『出身言語・文化教育（ELCO）』プログ
ラムの改称に着目して─」公教育計画学会，さいたま共済会館，2018年?月16日.
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白岩伸也（日本教育史）
〈論文〉
・白岩伸也「「予科練くずれ」の教育史的考察─秋田県立横手中学校における同盟休校と刺殺事件
（1945～46年）を中心にして─」『筑波大学教育学系論集』（筑波大学人間系教育学域）第42巻第
?号，2018年?月，137?149頁．
〈学会発表〉
・白岩伸也「旧軍関係教育機関出身者の「学歴」認定問題について─乙種飛行予科練習生の戦後的
動向を中心にして─」日本教育行政学会第53回大会，静岡大学，2018年10月13日．
〈その他　受賞など〉
・筑波大学学長表彰，2018年?月?日．
関内偉一郎（教育制度学）
〈編著書〉
・関内偉一郎「第14章 才能教育」吉田武男監修, 藤井穂高編著『教育の法と制度』（MINERVA 初
めて学ぶ教職　第?巻）2018年?月，ミネルヴァ書房，p. 202，pp. 189⊖199.
〈論文〉
・関内偉一郎「アメリカ合衆国における才能教育の拡大と一般教員の役割の変化─オハイオ州コロ
ンバスの事例を中心に─」『筑波大学教育学系論集』（筑波大学人間系教育学域）第42巻第?号，
2018年?月，pp. 111⊖122.
髙野貴大（学校経営学）
〈論文〉
・浜田博文，安藤知子，山下晃一，加藤崇英，大野裕己，髙谷哲也，照屋翔大，朝倉雅史，髙野貴
大「新たな学校ガバナンスにおける「教育の専門性」の再定位─武雄市「官民一体型学校」とB
市「コミュニティ・スクール」の事例分析─」『筑波大学教育学系論集』（筑波大学人間系教育学
域）第42巻第?号，2018年?月，45⊖71ページ.
・髙野貴大「アメリカにおける「社会正義」を志向する新たな教員養成プログラム─シアトル教員
レジデンシーの事例分析─」『日本教育経営学会紀要』（日本教育経営学会）第60号，2018年?月，
112⊖127ページ.
・髙野貴大「現代の教職理論における「省察（reflection）」概念の批判的考察─ザイクナーとリス
トンによる「省察的教育実践」論を手がかりに─」『日本教師教育学会年報』（日本教師教育学会）
第27号，2018年?月，98⊖107ページ.
〈学会発表〉
・髙野貴大「アメリカの教員養成における臨床経験の再考とその改革方策─コロラド州デンバーの
事例分析─」，日本教育経営学会，鳴門教育大学，2018年?月?日.
・浜田博文，安藤知子，山下晃一，加藤崇英，大野裕己，髙谷哲也，照屋翔大，朝倉雅史，髙野貴
大「新たな学校ガバナンスにおける「教育の専門性」の再定位（3）」，日本教育経営学会，鳴門
教育大学，2018年?月10日.
〈シンポジウム等発表〉
・髙野貴大「第一部第?章「教職の専門家としての発達と力量形成」の検討」，日本教師教育学会
課題研究Ⅰ『教師教育研究の成果と課題の検討』，日本教師教育学会第28回大会（於　東京学芸
大学），2018年?月29日.
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張　信愛（学校経営学）
〈論文〉
・張信愛「일본의 국제바칼로레아（IB）도입 정책과 교사 양성의 현황（日本における国際バカロ
レア（IB）導入政策と教師養成の現況）」『중등교육연구（中等教育研究）』第66巻?号，2018年
12月，1165⊖1192.
〈学会発表〉
・張信愛「韓国の学校における相談教師の役割認識の形成過程と要因」日本教師教育学会第28回大
会，東京学芸大学，2018年?月30日.
留目宏美（学校経営学）
〈編著書〉
・留目宏美「21世紀を生き抜くための能力」の「思考力」を育成する学校安全教育─東日本大震災
を経験した仙台市立荒浜小学校のケーススタディを例に─」上越教育大学大学改革推進委員会「21
世紀を良く抜くための能力??」ワーキンググループ『「思考力」が育つ教員養成─上越教育大
学からの提言?─』2018.1，上越教育大学出版会，276，pp. 203⊖207.
・留目宏美「21世紀を生き抜くための能力」の「実践力」を育成する学校安全教育─リスク・コミュ
ニケーションに関するグループワークを例に─」上越教育大学大学改革推進委員会「21世紀を良
く抜くための能力??」ワーキンググループ『「実践力」が育つ教員養成─上越教育大学からの
提言?─』2018.2，上越教育大学出版会，246，pp. 175⊖179.
〈論文〉
・留目宏美「養護教諭の生徒指導参加をめぐる課題に関する考察─生徒指導における養護教諭の役
割についての政策文書の分析を中心に─」『学校経営学論集』（筑波大学学校経営学研究室）?号， 
2018.2，pp. 11⊖20.
〈総説・科研報告書等〉
・留目宏美「知識，思考，情動，行動から探る養護教諭の専門性」『陽日』（新潟県養護教員研究協
議会長岡支部）第35号，65，2018.3，pp. 29⊖33.
・留目宏美「新潟県における養護教諭の知の傾向と今後の展望─「気になる」児童生徒とのかかわ
りから見えてきたこと─」『新潟県養護教員研究協議会60周年記念研修会並びに総会』2018. 8，
44，pp. 21⊖23.
〈学会発表〉
・中村りさ，上野光博，留目宏美「養護教諭の大規模地震経験前後における意識と行動の変化」第
47回新潟県学校保健学会，上越教育大学学校教育実践研究センター，2018.11.17.
・山下ひかり，土屋史子，高橋里美，留目宏美，増井晃「学校給食における食物アレルギー事故防
止策について検討する─学校給食FMEAシートの提案─」第47回新潟県学校保健学会，上越教
育大学学校教育実践研究センター，2018.11.17.
中村映子（学校経営学）
〈論文〉
・中村映子「小学校における若手教員の学級経営を通じた意識と行為の変容プロセス」『学校経営
学論集』（筑波大学学校経営学研究会）第?号，2018.?月，31⊖40頁.
〈学会発表〉
・中村映子「学級経営における学級会実践の意義と課題の再考─若手教師の職能発達との関連に着
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目して─」日本特別活動学会，武蔵野大学，2018年?月26日.
西村　恵（生涯学習・社会教育）
〈学会発表〉
・西村　恵「近代日本における越後瞽女教育の歴史的研究─長岡瞽女学校の組織とその役割─」第
62回教育史学会，一橋大学，2018年?月22日.
・西村　恵「青年期移行における発達障害児者を対象としたライフスキル教育に関する生涯学習プ
ログラムの開発と実践報告?」第65回日本学校保健学会，?：???ホルトホール大分，2018年
12月?日.
橋田慈子（生涯学習・社会教育学）
〈論文〉
・橋田慈子「近現代日本における重度知的障害児の不就学メカニズムに関する考察」筑波大学教育
学系編『筑波大学教育学系論集』第42巻第?号，2018年?月，pp. 99⊖110 ［査読あり］．
・橋田慈子「インクルーシブ教育制度の導入期にみる親の団体活動とその影響に関する研究─1981
年教育法以降のロンドン・ニューアム地区を事例に─」日英教育学会編『日英教育研究フォーラ
ム』Vol. 22，2018年?月，pp. 63⊖77［査読あり］．
・橋田慈子「知的障害児をめぐる不就学問題の解決主体の形成過程に関する研究─手をつなぐ育成
会・親の会参加者を事例に─」日本社会教育学会編『社会教育学研究』第54巻，2018年10月，
pp. 35⊖45［査読あり］．
〈総説・科研報告書等〉
・橋田慈子「中国・上海市におけるインクルーシブ教育政策の発展についての一考察」筑波大学人
間総合科学研究科　?専攻，教育研究科　?専攻編『筑波大学大学院　2018年度 中国上海市へ
の海外研究交流派遣プログラム報告書』2018年?月，pp. 22⊖26.
・荒山未来・伊藤純也・稲葉大輝・橋田慈子「大子町における活動報告」筑波大学生涯学習・社会
教育学研究室編『茗渓社会教育研究』第?号，2018年?月，pp. 31⊖40.
・橋田慈子・紅桂蘭・小宅優美・藤田悠佑「社会教育研究の動向」日本社会教育学会編『社会教育
学研究』第54巻，2018年10月，pp. 158⊖166.
・山本秀樹・橋田慈子・小宅優美「?月集会報告」日本公民館学会編『日本公民館学会年報』第15
号，2018年12月，pp. 114⊖118.
〈学会発表〉
・Nariko Hashida“Parents’ Activities Toward Social Inclusion of Disable People”China-Japan 
Forum on Educational Research，華東師範大学，2018年?月14日.
・橋田慈子「学校理事の学習を基盤にしたインクルーシブな学校づくり─ロンドン・ランベス地区
を事例に─」日英教育学会　第27回大会，実践女子大学，2018年?月28日.
・橋田慈子「1980年代英国の家族主義政策と障害者成人教育の相克─City Literary Institute職員
への聞き取り調査を参考に─」日本社会教育学会　第65回研究大会，名桜大学，2018年10月?日.
古田雄一（学校経営学）
〈編著書〉
・古田雄一「視点?　シティズンシップ教育の可能性─18歳選挙権を契機に求められる実践」佐藤
博志（編著），植田みどり・鈴木瞬・石㟢ちひろ・内田沙希・古田雄一（著）『クリエイティブな
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教師になろう─これからの教師像と?つの視点』2018年?月，学文社，144頁，49～67頁.
・古田雄一「第?章　?アメリカの教育課程」大津尚志・伊藤良高（編著）『教育課程論のフロンティ
ア』2018年?月，新版，晃洋書房，132頁，88～92頁.
〈論文〉
・古田雄一「アメリカ貧困地域での日常的経験に根ざした市民性教育に関する一考察─Beth C. 
Rubinらによる社会科での共同研究実践を手掛かりとして─」『国際研究論叢』（大阪国際大学・
大阪国際大学短期大学部紀要）第31巻第?号，2018年?月，237～253頁.
・古田雄一「地域と連携した「社会に開かれた教育課程」に関する考察─アメリカの貧困地域の学
校における市民性教育の事例を手掛かりに─」『日本学習社会学会年報』（日本学習社会学会）第
14号，2018年?月，47～51頁.
・古田雄一「被災地研修を通じた高校生への市民性教育の可能性─藤沢市「被災地でつながろう 
考えよう　サマープログラム」の事例から─」『国際研究論叢』（大阪国際大学・大阪国際大学短
期大学部紀要）第32巻第?号，2018年10月，139～155頁.
〈学会発表〉
・古田雄一「アメリカにおける市民性教育の格差是正に向けた政策的支援の構造─イリノイ州・シ
カゴ学区の事例から─」日本教育行政学会第53回大会，静岡大学，2018年10月13日.
本多　舞（教育制度学）
〈論文〉
・本多舞「カリキュラム・マネジメントの視点から見る国際バカロレアの導入過程─市立札幌開成
中等教育学校の事例から─」『筑波大学教育行財政学研究室紀要　平成29年度』2018年?月，pp. 
60⊖72．
・大道香織・永田真吾・本多舞・佐藤ゆかり・矢作千秋「教育実習の評価項目についての検討─?
年次教育実習評価の計量テキスト分析から─」『国際学院埼玉短期大学研究紀要』第41号，2018
年10月，pp. 11⊖21．
吉田尚史（学校経営）
〈論文〉
・吉田尚史「全町避難を強いられた教育委員会による『学校再開』に関する研究─福島県浪江町を
事例として─」『学校経営学論集』（筑波大学学校経営学研究会）?巻，2018年?月，pp. 21⊖30.
・吉田尚史「東日本大震災による全町避難区域における教師の困難」『学校経営研究』（大塚学校経
営研究会）43巻，2018年?月，pp. 55⊖69.
〈シンポジウム発表〉
・吉田尚史「独立行政法人教職員支援機構におけるカリキュラム・マネジメントを担う教員の育成」
日本カリキュラム学会秋のセミナー2018，筑波大学東京キャンパス文京校舎，2018年11月18日. 
《学校教育学専攻》
伊藤哲章（理科教育学）
〈編著書〉
・伊藤哲章「初等理科教育の内容の柱③─生命とその認識─」大髙泉編『初等理科教育』ミネルヴァ
― 73 ―
書房，B?版，61⊖70頁，2018年
〈論文〉
・伊藤哲章・郡司賀透「幼児の生命現象認識と小学校生活科教材への示唆」『静岡大学教育実践総
合センター紀要』第27号，83⊖90頁，2018年
・伊藤哲章・星野朋子・柴田傑「イギリス初等教科書の環境教育に関する教材の特質」『郡山女子
大学紀要』第54号，135⊖145頁，2018年
・柴田卓・伊藤哲章・猪股照子・バーナミイ・仲西真美子・三瓶令子「保育者養成校における実習
を中心とした科目間連携に関する研究」『郡山女子大学紀要』第54号，117⊖133頁，2018年
・伊藤哲章・山野井貴浩「幼児の素朴生物学の獲得時期に関する調査研究」『白鴎大学教育学部論集』
第12巻?号，151⊖162頁，2018年
大脇和志（社会科教育学）
〈総説・科研報告書等〉
・大脇和志「教育現場における「違い」への問題認識と対応─教科指導との関係に注目して─」飯
田浩之・津多成輔編『「共生」を実現する教育の実証的検討─「教員調査」の結果より─』平成
26～28 年度日本学術振興会科学研究費助成事業基盤研究（C）第?次報告（筑波大学共生教育学
（教育社会学）研究室），2018年?月，119p.，pp. 75⊖86.
・大脇和志「人口減少時代の離島地域におけるキャリア教育─新潟県粟島の取り組みと小中学生の
将来に対する意識に注目して─」，『地域と教育　第17号　新潟県粟島』筑波大学博士課程人間総
合科学研究科教育学専攻「社会科教育学特講」調査報告（井田仁康），2018年?月，92p.，pp. 
55⊖74.
〈学会発表〉
・大脇和志「社会科教育における選挙─高等学校教科書にみられる?つの「政治」に注目して─」
筑波大学教育学会，筑波大学附属駒場中・高等学校，2018年?月10日.
・大脇和志「社会科教科書研究における計量テキスト分析の提案─「現代社会」教科書の「選挙」
の取扱いを事例に─」中等社会科教育学会，筑波大学東京キャンパス，2018年11月18日.
川上若奈（道徳教育学）
〈編著書〉
・川上若奈「第Ⅴ部　価値教育をめぐる諸外国の動向　?フランス」田中マリア（編）『MINERVA 
はじめて学ぶ教職㈺ 道徳教育』2018年?月，第?版，ミネルヴァ書房，212頁，136⊖141頁.
〈論文〉
・KAWAKAMI Wakana “A Comparative Study of Moral Education in Japan and France: Focusing on the 
Relationship with Language and Literary Education,” Bulletin of  Institute of  Education University of  
Tsukuba, Vol. 42, No. 2, 03.2018, pp. 125–136.
・川上若奈「ゴーチエにおける芸術の教育的意義─芸術批評に着目して─」『フランス教育学会紀要』
（フランス教育学会）第30号，2018年?月，39⊖52頁.
〈学会発表〉
・川上若奈「ゴーチエにおける「魂」概念─詩集『アルベルテュス』を手がかりとして─」日本倫
理道徳教育学会，筑波大学　筑波キャンパス，2018年10月20日.
・川上若奈「テオフィル・ゴーチェの鈴木三重吉への影響─『赤い鳥』運動における芸術性の源流
を求めて」日本道徳教育学会，文京学院大学，2018年?月?日.
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勘米良祐太（人文科教育学）
〈編著書〉
・勘米良祐太「ライトノベル」吉田武男監修，塚田泰彦・甲斐雄一郎・長田友紀編『MINERVA
はじめて学ぶ教科教育　1　初等国語科教育』2018年?月，ミネルヴァ書房，p. 95
〈論文〉
・竹本石樹，勘米良祐太ほか「「教員育成指標」を活用するための養成・研修の在り方に関する研
究～「教員の成長過程に関する調査」の分析を通して～」『浜松学院大学教職センター紀要』（浜
松学院大学）7，2018年?月，pp. 1⊖14
・勘米良祐太「文法教育史考察の必要性」『言葉の学びを考える』（「国語の特質」研究会）2，2018
年?月，pp. 38⊖47
〈学会発表〉
・勘米良祐太「植民地朝鮮における文法教育─『日本口語法及文法教科書』に着目して─」全国大
学国語教育学会第135回大会，武蔵野大学，2018年10月27日
菊田尚人（人文科教育学）
〈論文〉
・菊田尚人・望月麗・細田香織「保育者養成課程の『日本語表現』における振り返り活動の実態調
査—学習者の実情に着目して—」『埼玉純真短期大学研究論文集』（埼玉純真短期大学）第11号，
2018年?月，pp. 35⊖42.
・菊田尚人「日本作文の会における『文筆活動法』の到達点と課題」『国語科教育』（全国大学国語
教育学会）第84集，2018年?月，pp. 22⊖30.
・菊田尚人「資料　小学校国語科教科書で設定されている振り返り活動」『人文科教育研究』（人文
科教育学会）第45号，2018年12月，pp. 79⊖87.
砂田大樹（数学教育学）
〈学会発表〉
?Sunada, H.(2018) Research on Teaching Materials of Map Projection Method of Japanese 
Textbook in WW Ⅱ Time. 8th ICMI-East Asia Regional Conferences on Mathematics 
Education (EARCOME8), Taiwan, 8 may 2018.
・砂田大樹（2018）「『数学　第二類』における幾何学的操作を意図した教材の分析：一葉双曲面に
焦点を当てて」日本科学教育学会　第42回年会，信州大学，2018年?月19日．
・砂田大樹（2018）「『数学　第二類』における地図投影法の教材の特徴：漸長図と投影図の問題の
繋がりに焦点を当てて」日本教科教育学会　第44回全国大会，日本体育大学，2018年?月?日．
・砂田大樹（2018）「『数学　第二類』における球面三角法導出に関する一考察」日本教材学会　第
30回研究発表大会，福山大学，2018年10月20日．
・砂田大樹（2018）「数学教育再構成運動における東部地区の役割と『数学　第一類・第二類』の
編纂過程」日本数学教育学会第51回秋期研究大会，岡山大学，2018年11月17日．
〈その他〉
・砂田大樹（2018）「イスラム文化と数学との関係：幾何学模様に焦点を当てて」筑波大学大学院
人間総合科学研究科ウズベキスタン共和国への研究交流派遣プログラム（2017年度）報告書，筑
波大学大学院人間総合科学研究科教育学関連?専攻?分野，pp. 39-42
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田中　怜（教育方法学）
〈論文〉
・田中怜「PISA以降の一般陶冶（Allgemeinbildung）論における学校の役割規定─ベンナーによ
る陶冶・コンピテンシー二元論克服の試みを通して─」『筑波教育学研究』（筑波大学教育学会）
第16号，2018年，pp. 23⊖39.
・Rei TANAKA (2018): Das Spannungsverhältnis zwischen der Entschulung und Verschulung an der 
Glocksee Schule Hannover: In der Sicht auf die Auseinandersetzung mit dem „Hentig-Paradoxon“ an der 
Reformschule. In: Bulletin of Institute of Education University of Tsukuba. 43. Jg (2). S. 67⊖79.
〈学会発表〉
・田中怜「学校と生活を媒介する「実践的学習」（praktisches Lernen）の構想とその問題─1980
?90年代ドイツの授業改革に注目して─」日本カリキュラム学会第29回大会，北海道教育大学旭
川校，2018年?月30日.
・田中怜「改革教育学の批判的継承としての学校実験「イエナ-プラン・ヴァイマール」（Schulversuch 
Jena-Plan Weimar）─生活との差異に基づく学校改革の構想とその実践─」日本教育方法学会
第54回大会，和歌山大学，2018年?月30日.
〈その他　受賞など〉
・「日本教育方法学会研究奨励賞」日本教育方法学会，2018年?月29日（受賞論文「プランゲの学
校論における反省的学習（reﬂexives Lernen）─生活との差異に基づく学校教授構想の展開─」『教
育方法学研究』（日本教育方法学会）第42巻，2017年，pp. 23⊖34.）
鄭一葦（人文科教育学）
〈論文〉
・鄭一葦「中学校国語科教科書における作文教材に関する日中比較─個別文種（物語創作）指導に
着目して─」『平成28年度 公益財団法人教科書研究センター 大学院生の教科書研究論文助成金
論文集』2018年?月30日，pp. 19?31
〈学会発表〉
・鄭一葦「ジャンル・アプローチを用いた作文指導─選択体系機能言語学学派に着目して─」全国
大学国語教育学会，大阪大会，2018年?月26日
・鄭一葦「作文教育における文種の取り扱いに関する比較─中国作文教育の課題解決を目指して─」
筑波大学日語日文大会2018年10月?日
・鄭一葦「中国の大学生はどのような文章を書いているのか─手紙文の場合─」人文科教育学会，
筑波大学，2018年11月20日
中嶋真弓（人文科教育学）
〈論文〉
・中嶋真弓「明治末期から大正初期の書簡文指導の在り方」『愛知淑徳大学論集 -文学部-第43号』（愛
知淑徳大学文学部論集編集委員会），2018.3，99頁⊖111頁
・中嶋真弓「『口語体書簡文に関する調査報告』にみる書簡文指導の在り方」『愛知淑徳大学論集─
教育学研究科篇─第?号』（愛知淑徳大学論集編集委員会），2018. 3，29頁?41頁
・中嶋真弓「芳賀矢一編『新定女子読本』にみられる書牘文の考察」『学び舎─教職課程研究─第
13号』（愛知淑徳大学教育学会），2018.3，52頁⊖61頁
・中嶋真弓「国語科と道徳科の関連を図る授業の在り方─小学校の言語文化の学習を中心に─」『愛
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知淑徳大学教志会研究年報2017　第?号』（愛知淑徳大学教育に志す者の会），2018.3，167頁
⊖179頁
花園隼人（数学教育学）
〈学会発表〉
・H. Hanazono ‘A Potential of Neriage: Can We Teach Aesthetic Qualities of Mathematical Objects?’ The 8th 
ICMI-East Asia Regional Conference on Mathematics Education （EARCOME8), Taiwan, 8/5/2018
・H. Hanazono ‘A Case Study on Facilitating Students' Appreciation of Aesthetic Qualities of Mathematical 
Objects’ 42nd Annual Conference of the International Group for the Psychology of Mathematics Education 
(PME42), Sweden, 6/7/2018.
・花園隼人「数学的対象の美的性質をもたらす『形式』の具体化」日本科学教育学会第42回年会，
信州大学（長野県），2018年?月19日．
・花園隼人「高校生ペアによる数学的対象の美的性質の感得過程に関する一考察：図形数への着目
に焦点を当てて」日本教材学会第30回研究発表大会，福山大学（広島県），2018年10月21日．
・花園隼人「算数科授業における数学的対象の美的性質の感得過程：児童に意味づけられた『練り
上げ』に焦点を当てて」日本数学教育学会第51回秋期研究大会，岡山大学（岡山県），2018年11
月18日．
平岡 秀美（教育方法学）
〈論文〉
・平岡秀美「ドイツ・ブランデンブルク州におけるLER科導入に対する教授学的批判─ベンナー
による「負担免除方略」の批判を手掛かりに─」『関東教育学会紀要』（関東教育学会）第45号，
2018年10月，13⊖24頁．
〈研究ノート〉
・吉田武男・平岡秀美「『ベルリン・陶冶プログラム（改訂版）』について（1）」『筑波大学道徳教
育研究』（筑波大学道徳教育研究会）第19号，2018年?月，63⊖72頁．
〈学会発表〉
・平岡秀美「ドイツ・ブランデンブルク州における倫理・道徳教育科目の授業構成とその変遷─
LER科の『教授計画大綱』に着目して─」第16回筑波大学教育学会，筑波大学附属駒場中高等
学校，2018年?月10日．
・平岡秀美「ドイツにおける倫理科（Fach Ethik）への懐疑的・超越論的批判」第54回日本教育方
法学会，和歌山大学，2018年?月29日．
〈その他　受賞など〉
・平成29年度筑波大学大学院人間総合科学研究科長表彰，2018年?月．
藤井真吾（教育方法学）
〈学会発表〉
・藤井真吾「教科指導における小中学校教員の実践的知識─児童生徒に関する知識のモデル化の試
み─」筑波大学教育学会第16回大会，筑波大学附属駒場中・高等学校，2018年?月10日.
・藤井真吾「授業場面で活用される教師の実践的知識─児童に関する知識の事例研究─」日本教育
方法学会第54回大会，和歌山大学，2018年?月29日
・藤井真吾「教師の実践的知識としての児童生徒に関する知識の位置─英米における教師知識研究
― 77 ―
を手掛かりに─」，関東教育学会第66回大会，東洋大学，2018年11月24日.
細田幸希（数学教育学）
〈論文〉
・細田幸希，「高等学校における多変量データを用いた教材の開発：五輪陸上10種競技を題材として」，
『統計数理研究所共同研究リポート399：統計教育実践研究』，（統計数理研究所）第10巻，2018年
?月，pp. 29-32．
・細田幸希，「高等学校数学科における仮説検定を用いた教材の開発」，『日本教材学会第30回研究
発表大会研究発表要旨集』，2018年10月，pp. 100-101．
・細田幸希，「多変量データを用いた高校生の統計的問題解決に関する一考察：要因変数を探索す
ることに焦点を当てて」，『日本数学教育学会第51回秋期研究大会発表集録』，2018年11月，pp. 
349-352．
〈学会発表〉
・細田幸希，「高等学校における多変量データを用いた教材の開発：五輪陸上10 種競技を題材とし
て」，第14回統計教育の方法論ワークショップ，東京，2018年?月?日??日．
・Hosoda.K.「A Case Study on The Development of Statistical Thinking Using Multivariate 
Data：Based on Olympic Decathlon.」，The 10th International Conference on Teaching 
Statistics (ICOTS-10), Kyoto, Japan, 8-13, July, 2018.
・細田幸希，「高等学校数学科における仮説検定を用いた教材の開発」，日本教材学会第30回研究発
表大会，福山大学，2018年10月20日?21日．
・細田幸希，「多変量データを用いた高校生の統計的問題解決に関する一考察：要因変数を探索す
ることに焦点を当てて」，日本数学教育学会第51回秋期研究大会，岡山大学，2018年11月17日?
18日．
〈その他　受賞など〉
・細田幸希，日本数学教育学会賞（大学院研究奨励部門），岡山大学，2018年11月17日．
細矢智寛（専門研究領域　教育方法学）
〈論文〉
・細矢智寛「高等学校英語科における読解方略の使用を促す介入とその効果：自己調整学習教材
“Text Detectives”を用いた授業研究」『日本教育工学会論文誌』42巻?号，2018，pp. 73⊖87.
宮澤優弥（人文科教育学）
〈論文〉
・宮澤優弥「読み聞かせ活動に関わる人々はどのような問題・要望を抱いているか─学校とボラン
ティアの立場に着目して─」『読書科学』（日本読書学会）60巻?号，2018年?月，p. 101⊖114.
〈学会発表〉
・宮澤優弥「教育研究における「語り」の主観・客観性」筑波大学日本語日本文学会，筑波大学，
2018年10月?日.
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村田　翔吾（数学教育学）
〈編著書〉
・村田翔吾．「小学校算数科の指導内容をメタ領域の視点から考える（海外の算数教育情報）」．『新
しい算数研究?月号（通巻566号）』，2018年?月，東洋館出版社，192ページ，pp. 34⊖35.
〈論文〉
・村田翔吾．「四角形の包摂関係の拡張過程に関する一考察：対象言語とメタ言語に着目して」．『日
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